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オ
ー
デ
マ
ン
ス
「
一
八
二
四
年
ノ
略
史
」
の
原
本
は
東
京
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

崋
山
・
史
学
研
究
会

渡
辺
崋
山
（
一
七
九
三
〜
一
八
四
一
）
は
、
三
宅
友
信
（
一
八
〇
六
〜
八
六
）
と
と
も
に
、
巣
鴨
（
小
石
川
林
町
［
東
京
都
文
京
区
千
石
二

丁
目
］）
の
田
原
藩
江
戸
下
屋
敷
で
、
小
関
三
英
（
一
七
八
七
〜
一
八
三
八
）・
高
野
長
英
（
一
八
〇
四
〜
五
〇
）
な
ど
と
蘭
書
の
勉
強
を
し
た
。

崋
山
が｢

外
国
事
情
書｣

に
引
用
す
る
「
ニ
ウ
エ
ン
ホ
イ
ス
」（［
技
術
・
学
芸
一
般
辞
典
］）
な
ど
の
原
本
は｢

渡
辺
崋
山
旧
蔵
書｣

に
含
ま

れ
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
昌
介
東
北
大
学
教
授
（
一
九
一
八
〜
九
七
）
は
、『
洋
学
史
研
究
序
説
』（
昭
和
三
十
九
年

　

岩
波
書
店
）、『
日
本
思
想
史
大
系
55
』［
渡
辺
崋
山 

高
野
長
英 

佐
久
間
象
山 

横
井
小
楠 

橋
本
佐
内
］（
昭
和
四
十
六
年　

岩
波
書
店
）、『
洋

学
史
の
研
究
』（
昭
和
五
十
五
年　

中
央
公
論
社
）
な
ど
で
、「
西
洋
事
情
書
」
に
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
「
一
八
二
四
年
ノ
略
史
」
の
原

本
は
見
付
か
ら
な
い
と
い
っ
て
、
後
考
を
俟
つ
と
い
っ
て
い
る
。

渡
辺
崋
山
が
「
外
国
事
情
書
」
に
引
用
す
る
「
ニ
ウ
エ
ン
ホ
イ
ス
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
史
略
」
に
つ
い
て
は
従
来

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
東
北
大
学
教
授
佐
藤
昌
介
は
す
で
に
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）『
史
学
雑
誌
』
64
の
4
に｢

渡
辺
崋
山
自
筆
稿
本

『
外
国
事
情
書
』
そ
の
他
に
つ
い
て｣

を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
『
洋
学
史
研
究
序
説
』、『
日
本
思
想
大
系
』
55
［
渡
辺
崋
山
］、『
洋
学
史
の

研
究
』
を
執
筆
し
て
い
る
。『
洋
学
史
研
究
序
説
』
で
は｢

付
章｣

を
設
け
て｢

同
書
（『
外
国
事
情
書
』）
に
盛
ら
れ
た
豊
富
な
世
界
知
識
に
出

典
が
明
記
さ
れ
て
い
る｣

と
し
て｢

『
略
史
』（
原
本
不
明
、
文
中
に
『
千
八
百
二
十
四
年
ノ
略
史
』
と
も
あ
り
）
云
々
の
記
事
が
あ
る
。『
洋
学

史
の
研
究
』
で
は｢
付
説 
渡
辺
崋
山
稿
『
外
国
事
情
書
』
の
基
礎
的
研
究｣

で
『
外
国
事
情
書
』
の
知
識
源
と
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
考
え
ら

れ
る
…
…
『
略
史
』
の
引
用
回
数
は
十
九
回
、『
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
』
は
九
回
、『
ニ
ュ
ー
エ
ン
ホ
イ
ス
』
が
八
回｣

で
あ
る
。｢

ほ
と
ん
ど
の
デ

ー
タ
を
『
新
撰
地
誌
』
に
あ
お
ぎ
な
が
ら
崋
山
が
こ
と
さ
ら
『
略
史
』
を
一
八
二
四
年
の
刊
行
と
し
た
の
は
何
故
か
納
得
の
い
く
よ
う
な
説
明

は
さ
し
あ
た
り
思
い
つ
か
な
い
。
後
考
を
俟
ち
た
い
と
思
う｣

と
あ
る
。
ま
た
「
日
本
思
想
大
系
」
55
［
渡
辺
崋
山
］
で
も
同
様
に
、
典
拠
と

す
る
原
本
が
見
付
か
ら
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。

「
略
史
」
の
所
在
は
不
明
で
あ
っ
た
が
「
ニ
ウ
エ
ン
ホ
イ
ス
」
や
「
ブ
ー
ラ
ン
ズ
ゾ
ン
」（
ル
ー
ラ
ン
ス
ゾ
ン
「
世
界
地
理
辞
典
」）
な
ど
は

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
渡
辺
崋
山
旧
蔵
書
』
に
見
え
る
。「
ブ
ー
ラ
ン
ス
ゾ
ン
」
は
高
野
長
英
が
翻
訳
し
、
高
野
長
英
は
こ
れ
を
参
考
に
し

て
「
夢
物
語
」
を
書
い
た
。「
ニ
ウ
エ
ン
ホ
イ
ス
」（「
技
術
・
学
芸
・
一
般
辞
典
」）
と
「
一
八
二
四
年
の
略
史
」（「
ヲ
ー
テ
マ
ン
ス
史
略
」
１

８
２
４
） 

は
小
関
三
英
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
関
三
英
が
「
一
八
二
四
年
の
略
史
」
と
し
て
い
る
「
ヲ
ー
テ
マ
ン
ス
史
略
」
の
内
容
は

デ
ー
タ
的
に
は
「
新
撰
地
誌
」
と
異
な
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、『
オ
ー
デ
マ
ン
ス
史
略
』
の
原
本
が
出
現
し
た
こ
と
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①　

ま
ず
最
初
に
、
佐
藤
昌
介
教
授
の
研
究
と
前
後
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
八
月
四
日
愛
知
県
教
育
委
員
会
告
示
第
19
号
と
し

て
「
渡
辺
崋
山
手
録 

1
全
楽
堂
日
録 

2
客
参
録 

3
客
退
紀
聞
」（
所
有
者 

石
原
享
）
が
愛
知
県
指
定
有
形
文
化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ

た
。
田
原
の
故
小
澤
耕
一
先
生
は
『
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
』
第
32
輯
（
１
９
８
７
）
に
「
渡
辺
崋
山
手
記
『
客
退
紀
聞
』
に
つ
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い
て
」
で
全
文
を
翻
刻
し
た
。
第
15
丁
の
「
好
義
按
ズ
ル
ニ
…
」
は
第
五
丁
か
ら
の
「
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
史
略
の
目
録
」
が
小
関
三
英
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。

佐
藤
昌
介
教
授
は
「
原
本
は
詳
ら
か
で
な
く
後
考
を
俟
つ
」
と
し
て
い
る
。
小
澤
耕
一
先
生
も
『
紀
要
』
の
注
解
で
は
「
ヲ
ー
テ
マ
ン
ス
史
略
＝
不
詳
、
後
考
を
待
つ
」
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
大
分
大
学
の
鳥
井
裕
美
子
教
授
の
御
教
示
に
よ
っ
て
「
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
史
略
」
は
「O

udem
ans

、 Chronologisch  H
andboek  van  de　

Geschiedenis  
der  V

oornam
ste  Staten

、.H
aarlem

、
１
８
２
４
）
の
引
用
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
わ
た
し
た
ち
に
教
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

②　
『
洋
学
史
事
典
』（1984 

日
蘭
学
会
）
に
、
書
名
と
し
て
「
大
西
古
史
紀
年
」
が
標
題
と
し
て
採
択
さ
れ
、
人
名
の
「
烏
徳
満
」
も
同
書
巻
末
の
「
人
名
地
名
音
訳
対
照
表
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
大
西
古
史
紀
年
」
は
「
烏
徳
満
原
本 

竹
雨
道
人
藁
本
」
と
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
「O

nderm
an

、 Chronologische  H
andboek van de Geschiedenis 

der V
oornam

ste Staten

、.H
aarlem

、1824

」
と
記
さ
れ
、
幕
府
天
文
方
蛮
書
和
解
御
用
の
箕
作
阮
甫
（
一
七
九
九
〜
一
八
六
三
）
が
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
訳
出
し
た

も
の
と
あ
る
。
小
関
三
英
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
、
幕
府
天
文
方
訳
員
に
任
ぜ
ら
れ
て
「
厚
生
新
編
」
の
訳
述
に
従
事
し

た
。
と
こ
ろ
が
天
保
十
年
五
月
渡
辺
崋
山
と
高
野
長
英
の
入
獄
を
知
り
、
同
十
年
五
月
十
七
日
岸
和
田
藩
邸
で
自
殺
し
た
の
で
、
小

関
三
英
の
後
任
と
し
て
美
作
津
山
藩
の
箕
作
阮
甫
が
幕
府
天
文
方
蛮
書
和
解
御
用
に
迎
え
ら
れ
た
。
推
定
で
は
あ
る
が
、
箕
作
阮
甫

は
小
関
三
英
の
遺
し
た
「
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
史
略
」
に
よ
っ
て
「
大
西
古
史
紀
年
」
を
訳
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③　

崋
山
・
史
学
研
究
会
の
中
村
正
子
さ
ん
は
、
東
京
大
学O

PA
C

にA
.C.O

udem
ans

のChronologisch H
andboek van de 

Geschiedenis der V
oornam

ste Staten

、.H
aarlem

、1824

」
を
見
出
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
九

月
東
京
大
学
の
小
池
真
准
教
授
に
お
願
い
し
て
、（
1
）
標
題
紙
（
著
者
が
［
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
］
で
あ
る
こ
と
の
確
認
）、（
2
）

目
録
（「
客
退
紀
聞
」
の
確
認
、（
3
）
巻
末
の
「
箕
作
阮
甫
手
沢
本
」
の
3
か
所
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
。「
一
八
二
四
年
の
略

史
」
の
原
本
は
東
京
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
著
作
者
のO

ndersm
an

は
『
洋
学
史
事
典
』
の
誤
謬
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
佐
藤
昌
介
東
北
大
学
教
授
は
、『
洋
学
史
研
究
序
説
』、『
日
本
思
想
史
大
系
』
55
［
渡
辺
崋
山
］、『
洋
学
史

の
研
究
』
に
お
い
て
、「
外
国
事
情
書
」
で
典
拠
資
料
と
さ
れ
た
「
一
八
二
四
年
の
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
史
略
」
が
東
京
大
学
に
原
本

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
想
定
外
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
東
京
大
学
所
蔵
本
」
の
標
題
紙
に
は
著
作
者

「A
.C.O

udem
ans

」、
刊
年
「M

D
CCCX

X
IV

」
と
あ
り
、「
箕
作
氏
家
蔵
」
の
印
が
あ
る
。「
客
退
紀
聞
」
の
目
録
は
、
最
初
の

「Gew
ijde Geschiedenis

」［
神
聖
紀
］
を
除
い
て
、「Egypte

」［
エ
ジ
プ
ト
］
か
ら
「V

ereenigde Staten

」［
合
衆
国
］
ま

で
一
致
す
る
。
巻
末
に
は
墨
書
で
、「
ヲ
ー
デ
マ
ン
ス
氏　

世
界
大
国
年
代
記
全
書　

一
八
二
四
年
出
版　

箕
作
阮
甫
手
沢
本
」

と
墨
書
が
あ
り
、「
鍛
冶
橋
第
箕
作
氏
記
」
の
印
が
あ
る
。
小
関
三
英
の
遺
し
た
も
の
を
箕
作
阮
甫
が
承
継
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
箕
作
阮
甫
の
養
嗣
子
・
箕
作
省
吾
（
一
八
二
一
〜
四
六
）
の
子
・
麟
祥
（
一
八
四
六
〜
九
七
）
は
明
治
政
府
に
出
仕
し
、

フ
ラ
ン
ス
民
法
の
翻
訳
を
行
い
、
法
典
調
査
会
主
査
委
員
・
貴
族
院
議
員
と
し
て
、
民
法
・
商
法
の
制
定
に
参
画
し
た
。
洋
学
者

箕
作
麟
祥
の
旧
蔵
書
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）「
箕
作
文
庫
」
と
し
た
が
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
男
・
男
爵

箕
作
祥
一
（
一
九
二
〇
〜
六
八
）
か
ら
東
京
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
法
学
部
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
は
、
東
京
大
学

総
合
図
書
館
に
引
き
継
が
れ
、
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十

二
年
三
月
に
田
原
市
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画
の
基
本
理

念
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
に
学
び　

人
が
つ

な
ぐ　

田
原
の
人
づ
く
り
」
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
重
点
施
策
の
第
一
に
は
、「
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
を

目
指
し
て
」
と
し
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

取
組
内
容
と
し
て
、「
田
原
市
を
理
解

す
る
た
め
、
地
域
の
人
物
、
産
業
、
歴

史
・
伝
統
文
化
な
ど
を
活
用
し
た
ふ
る
さ

と
学
習
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
先
人
の
教

え
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
豊
か
な
情

操
を
は
ぐ
く
み
、
公
共
の
精
神
を
教
え
る

ふ
る
さ
と
道
徳
に
取
り
組
み
ま
す
。」
と

し
、
将
来
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち
に
地
域

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
に
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、「
ふ
る
さ
と

学
習
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
二
十
二
年
度

か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
の
計
画
で
、
今

年
、
平
成
二
十
五
年
度
は
中
間
年
度
で
、

前
期
期
間
で
の
取
組
・
評
価
を
行
う
年
に

当
た
り
ま
す
。
市
内
小
学
六
年
生
の
児
童

に
は
財
団
法
人
崋
山
会
か
ら
『
少
年
物
語

渡
辺
崋
山
』
を
毎
年
配
布
し
、
平
成
二
十

三
年
に
『
田
原
の
文
化
財
ガ
イ
ド
2
ふ
る

さ
と
の
偉
人
を
訪
ね
る
／
田
原
を
築
い
た

人
び
と
』
で
、
地
域
の
ふ
る
さ
と
学
習
の

手
助
け
と
な
る
十
九
人
を
紹
介
し
、
二
十

四
年
に
は
、『
漁
夫
歌
人
糟
谷
磯
丸
歌
碑

解
説
』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
市
制
十
周
年
を
迎
え
る
田
原
市

で
、
10
月
に
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ムin

田
原

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
嚶

鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
ふ
る
さ
と
の
先
人

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、

心
そ
だ
て
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が

力
を
合
わ
せ
、
そ
の
取
り
組
み
を
全
国
に

情
報
と
し
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
切
磋

琢
磨
し
、
先
人
の
志
と
行
動
力
に
学
ぶ
元

気
な
地
方
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
岐
阜

県
恵
那
市
を
は
じ
め
と
し
、
田
原
市
を
含

む
十
四
市
町
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
第
七
回
の
開
催
地
と
し
て
、
田
原
市

が
選
ば
れ
、
十
月
二
十
五
日
に
、
伊
良
湖

で
首
長
会
議
が
、
翌
二
十
六
日
午
後
か
ら

は
田
原
文
化
会
館
周
辺
で
、
昭
和
初
期
か

ら
続
け
ら
れ
て
い
る
田
原
中
部
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
歌
唱
劇
「
崋
山
劇
」
や
作
家

童
門
冬
二
氏
ら
に
よ
る
記
念
講
演
会
や
陽

明
学
研
究
者
吉
田
公
平
氏
ら
を
加
え
た
市

町
長
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
防
災
面
で

の
協
力
体
制
も
議
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
渡
辺
崋
山
生
誕
二
百
二
十
年
に

あ
た
り
、
来
年
は
伊
良
湖
の
漁
夫
歌
人
糟

谷
磯
丸
（
一
七
六
四
〜
一
八
四
八
）
が
生

誕
二
百
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
磯
丸
は
生

涯
に
数
万
首
の
歌
を
作
り
、
家
内
安
全
・

無
病
息
災
・
安
産
の
歌
な
ど
請
わ
れ
る
ま

ま
に
、
心
を
込
め
て
詠
み
あ
げ
て
い
ま

す
。
伊
良
湖
岬
に
は
、
い
の
り
の
磯
道
や

磯
丸
園
地
な
ど
ゆ
か
り
の
見
ど
こ
ろ
も
多

く
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
は
、
文

化
財
ガ
イ
ド
ふ
る
さ
と
の
偉
人
続
編
を
発

刊
し
、
拡
充
活
用
す
る
計
画
も
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
時
期
に
、
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
、
学
校
・
博
物
館
・
図
書
館
等
が

連
携
し
、
市
民
へ
の
ふ
る
さ
と
学
習
の
大

切
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
は
、
絶
好
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
市
外
か
ら
お

迎
え
す
る
多
く
の
お
客
様
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
田
原
を
愛
す
る
市
制
十
周
年
の
市

民
の
結
束
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
学
習
と

　
　
　

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
田
原
市
教
育
委
員
会
委
員
長

山
本
栄
子

目

　
　
　
　次

題
字「
崋
山
会
報
」元
崋
山
会
理
事

故
小
澤
耕
一
氏

Ｐ
① 

オ
ー
デ
マ
ン
ス「
一
八
二
四
年

ノ
略
史
」
の
原
本
は
東
京
大

学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た

 
 

崋
山
・
史
学
研
究
会

Ｐ
③ 

ふ
る
さ
と
学
習
と

　
　
　
　
　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

目
　
次

Ｐ
④ 

渡
辺
崋
山『
毛
武
游
記
』⑦

Ｐ
⑧ 

博
物
館
所
蔵
品
か
ら

 

渡
辺
崋
山
筆

 

『
客
坐
掌
記（
天
保
九
年
）』⑧

Ｐ
⑫ 

平
成
二
十
四
年
度
崋
山
・
史
学

 

研
究
会
研
修
視
察

 

だ
ん
じ
り
の
町
岸
和
田
と
中

世
か
ら
の
商
業
都
市
・
堺
を

訪
ね
る

Ｐ
⑭ 

崋
山
の
田
原
行（
十
四
）

Ｐ
⑯ 

財
団
法
人
崋
山
会
か
ら
ご
案
内

 

田
原
市
博
物
館
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前
に
岩
山
あ
り
、
麓
に
観
音
安
置
し
た
る
寺
あ
れ
バ
、

山
も
観
音
山
と
よ
ぶ
と
ぞ
。
名
を
光
明
寺
と
称
し
、
木

村
美
濃
守
建
る
所
と
い
ふ
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
月
十
五
日
続
き

前
に
岩
山
が
あ
る
。
麓
に
観
音
を
安
置
し
て
い
る
寺
が

あ
る
の
で
、
山
を
観
音
山
と
呼
ぶ
と
い
う
。（
寺
の
）
名

を
光
明
寺
と
称
し
、
木
村
美
濃
守
の
建
て
た
所
と
い
う
。

※　

観
音
山　
「
観
音
山
」
と
言
え
ば
普
通
は
町
の
東

方
、
桐
生
市
菱
町
に
あ
る
山
を
指
す
が
、
こ
こ
は
光

明
寺
の
す
ぐ
北
、
桐
生
市
宮
本
町
三
丁
目
に
あ
る
山
。

※　

光
明
寺　

桐
生
市
宮
本
町
三
丁
目
に
あ
る
寺
。
曹
洞

宗
。
寺
の
山
号
は
、
山
の
名
前
と
は
違
い
、
大
慈

山
。
観
音
堂
に
千
手
観
世
音
菩
薩
を
安
置
す
る
。

※　

木
村
美
濃
守　

桐
生
氏
の
家
臣
で
、
桐
生
新
町
に
帰

農
し
た
と
い
う
。

　

梅
木
村
（
こ
の
行
と
次
の
行
が
空
白
）

山
の
か
た
は
ら
に
つ
き
て
南
行
す
れ
バ
、
此
山
々
の
終

る
方
に
一
小
阜
を
な
し
た
る
松
山
あ
り
。
名
を
織
石
山

と
い
ふ
。
頂
は
岩
ほ
あ
ら
そ
ひ
た
ち
て
織
り
な
し
た
る

如
く
な
れ
、
か
く
は
呼
な
る
べ
し
。
小
石
祠
を
建
つ
。

こ
れ
は
熊
野
権
現
な
り
と
ぞ
。

美
和
神
社
（
前
号
の
最
後
）

　

渡
辺
崋
山
「
毛
武
游
記
図
巻
」
よ
り

　

梅
木
村

山
の
脇
に
沿
っ
て
南
へ
行
く
と
、
こ
の
山
々
の
終
る
方

に
一
つ
の
小
さ
い
丘
を
な
し
た
松
山
が
あ
る
。
名
を
織
石

山
と
い
う
。
頂
上
は
大
き
な
岩
石
が
競
い
立
っ
て
い
て
織

物
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

小
さ
な
石
の
祠
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
熊
野
権
現
で
あ

る
と
い
う
。

※　

梅
木
村　

こ
の
行
と
次
の
行
が
空
白
に
な
っ
て
お
り
、

何
か
書
く
予
定
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
但
し
梅
木
村

と
い
う
の
は
な
く
、北
東
に
あ
る
梅
田
村（
上
野
国
山

田
郡
、桐
生
市
梅
田
町
）の
間
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

※　

織
石
山　

雷
電
山
付
近
の
小
山
の
ひ
と
つ
。
本
文
に

そ
っ
て
見
れ
ば
、
小
曽
根
山
か
金
比
羅
山
か
と
思
わ

れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
な
お
、
明
治
四
十
二

年
の
地
形
図
に
は
、
連
山
の
一
番
南
の
小
曽
根
山
・

金
比
羅
山
付
近
に
「
折
石
」
と
い
う
地
名
が
書
か
れ

て
い
る
。

我
輩
の
此
峰
に
の
ぼ
り
た
る
を
し
り
て
、
麓
の
翁
む
し

ろ
も
ち
出
て
酒
の
む
と
こ
ろ
を
さ
だ
む
。
さ
れ
ど
松
並

た
ち
て
眼
を
さ
へ
ぎ
り
、
望
む
な
し
け
れ
ば
、
や
が
て

む
か
ひ
の
山
に
又
一
層
た
か
く
そ
び
え
た
る
あ
り
。
あ

の
山
の
か
た
に
莚
移
さ
ん
と
て
到
れ
ば
、
径
な
ゝ
め
に

め
ぐ
り
〳
〵
て
、
い
は
ゞ
さ
ゝ
さ
ひ
と
か
い
ふ
も
の

を
、
さ
か
し
ま
に
た
て
た
ら
ん
や
う
に
て
、
か
ら
う
じ

て
頂
に
の
ぼ
る
。
麓
ハ
松
の
か
げ
打
掩
ひ
、
陰
気
人
を

う
つ
。

我
々
一
行
が
こ
の
峰
に
登
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
麓
の

老
人
が
む
し
ろ
を
持
ち
出
し
て
、
酒
を
飲
む
場
所
を
定
め

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』

渡
辺
崋
山
『
毛
武
游
記
』

研
究
会
員

　加

藤

克

己

研
究
会
員

　加

藤

克

己
77
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て
く
れ
た
。
し
か
し
、
松
が
並
び
立
っ
て
視
界
を
さ
え
ぎ

っ
て
お
り
、
遠
望
で
き
な
い
。
や
が
て
向
か
い
側
に
ま
た

い
っ
そ
う
高
く
そ
び
え
た
山
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

あ
の
山
の
方
に
む
し
ろ
を
移
そ
う
と
思
っ
て
登
っ
て
行
く

と
、
道
は
斜
め
に
回
り
回
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
サ
ザ
エ
と

か
い
う
も
の
を
逆
さ
ま
に
立
て
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
て
、

や
っ
と
の
こ
と
で
頂
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。
麓
は
松
の

陰
が
一
面
に
覆
っ
て
い
て
、
陰
気
な
こ
と
こ
の
上
な
い
。

※　

さ
ゝ
さ
ひ　

不
詳
。
さ
ざ
え
の
誤
り
か
。

忽
に
豁
然
と
う
ち
ひ
ら
け
た
る
処
に
出
づ
、
こ
れ
此
絶

頂
な
り
。
松
樹
よ
き
ほ
ど
に
並
び
立
て
、
間
に
石
祠
あ

り
。
こイ
カ
ツ
チ
ノ
ヲ
ホ
ン
カ
ミ

れ
雷
電
明
神
な
り
。
よ
り
て
山
も
又
雷
電
山
と

称
す
。
峯
ハ
東
山
と
つ
ら
な
り
て
終
に
は
赤
城
、
足
尾

に
及
ぶ
と
い
ふ
。

突
然
に
広
々
と
開
け
て
い
る
所
に
出
た
。
こ
れ
が
こ
の

山
の
頂
上
で
あ
る
。
松
の
木
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
ほ
ど
に
並

び
立
っ
て
い
て
、
そ
の
間
に
石
の
祠
が
あ
る
。
こ
れ
が
雷

電
明
神
で
あ
る
。
よ
っ
て
山
も
ま
た
雷
電
山
と
称
す
る
。

峰
は
東
山
と
連
な
っ
て
お
り
、
終
に
は
赤
城
、
足
尾
に
ま

で
及
ぶ
と
い
う
。

※　

豁
然　

広
々
と
開
け
て
い
る
さ
ま
。

※　

雷
電
山　

桐
生
市
宮
本
町
。
現
在
は
麓
に
水
道
貯
水

池
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
っ
ぱ
ら
水
道
山
と
呼
ば
れ

て
い
る
。『
桐
生
市
史
』
に
、「
古
く
は
頂
上
に
雷
電

宮
が
ま
つ
ら
れ
、
現
時
は
日
華
事
変
い
ら
い
太
平
洋

戦
争
に
お
い
て
の
殉
国
者
の
英
霊
を
ま
つ
っ
た
忠
霊

塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
標
高
二
一
〇
ｍ
。

広
々
と
し
た
平
ら
な
頂
上
で
、
桐
生
の
町
を
眺
め
る

の
に
適
し
て
い
る
。

※　

東
山
と
つ
ら
な
り
…
…　

桐
生
の
町
の
西
に
あ
る
連

山
な
の
で
、
東
山
と
連
な
る
と
い
う
と
奇
異
に
感
じ

る
が
、『
桐
生
市
史
』に
よ
れ
ば
、
雷
電
山
の
南
西
に

連
な
る
小
山
で
あ
る
小
曽
根
山
・
金
比
羅
山
を
あ
わ

せ
て
東
山
と
称
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

赤
城
は
桐
生
の
北
西
、
足
尾
は
北
で
、
南
西
の
東
山

と
は
方
角
が
違
う
。
北
方
で
続
い
て
い
る
意
味
か
。

※　

足
尾　

渡
良
瀬
川
源
流
の
山
地
。
銅
山
が
あ
る
。

此
な
が
め
さ
き
に
こ
と
な
り
て
、

前
は
下
野
の
国
小
俣
の
山
々
屏
立
し
て
、
麓
に
一
帯

の
水
流
る
。
こ
れ
毛
野
両
国
の
境
な
る
桐
生
川
な
り
。

源
は
野
州
足
尾
の
山
中
よ
り
出
て
、
終
に
此
郷
に
入
。

凡
桐
生
の
形
勢
也
。

桐
生
の
地
勢
手
に
と
る
ば
か
り
見
わ
た
さ
る
。

こ
の
眺
め
は
こ
れ
ま
で
の
と
は
異
な
っ
て
い
て
、

前
方
は
下
野
国
小
俣
の
山
々
が
屏
風
の
よ
う
に
並
び

立
っ
て
い
て
、
麓
に
一
筋
の
水
が
流
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
毛
野
両
国（
上
野
国
・
下
野
国
）の
境
を
な
す

桐
生
川
で
あ
る
。
そ
の
源
は
、
下
野
国
足
尾
の
山
中

か
ら
出
て（
間
違
い
。
注
参
照
）、つ
い
に
こ
の
郷（
桐

生
）に
入
る
。
お
よ
そ
桐
生
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

桐
生
の
地
形
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
渡
さ
れ
る
。

※　

小
俣　

下
野
国
足
利
郡
小
俣
村
（
足
利
市
小
俣
町
）

※　

毛
野
両
国
の
境　

上
野
国
と
下
野
国
は
桐
生
川
を
国

境
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）、

桐
生
川
左
岸
の
足
利
郡
菱
村（
桐
生
市
菱
町
）が
桐

生
市
に
越
県
合
併
し
た
。

※　

桐
生
川　

桐
生
の
北
端
、
栃
木
県
佐
野
市
と
の
境
界

光
明
寺 美

和
神
社

桐
生
陣
屋

本
町
通
り

本町
（もと桐生新町）

新宿

JR両毛線

上毛電鉄 西桐生駅

桐生駅

至
足
利

雷
電
山

金
比
羅
山

小
曽
根
山

桐生市内略図
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に
位
置
す
る
根
本
山
に
源
を
発
し
、
桐
生
市
の
市
街

地
東
部
を
流
下
し
、
足
利
市
小
俣
町
で
渡
良
瀬
川
に

合
流
す
る
河
川
。
流
長
約
四
十
八
㎞
。

※　

野
州　

下
野
国
（
栃
木
県
）。

※　

足
尾
の
山
中
よ
り
出
て　

足
尾
の
山
中
よ
り
流
れ
出

て
い
る
の
は
、
桐
生
川
で
は
な
く
渡
良
瀬
川
で
あ
る
。

人
家
凡
一
千
余
煙
と
い
え
ど
竈
を
も
て
数
ん
に
ハ
、
三

四
千
に
も
い
た
り
ぬ
ら
ん
。
町
の
長
さ
ハ
六
町
と
称
す

れ
、
其
実
は
十
二
町
、
左
に
折
て
二
町
、
右
に
お
れ
て

一
町
、
迸
り
て
十
町
、
こ
れ
を
新
宿
と
い
ふ
。

人
家
は
お
よ
そ
一
千
余
煙
と
い
う
け
れ
ど
、
竈
を
も
っ

て
数
え
れ
ば
、
三
、
四
千
に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
町

の
長
さ
は
六
町（
約
六
五
四
ｍ
）と
称
し
て
い
る
が
、
実
際

に
は
十
二
町（
約
一
三
〇
八
ｍ
）あ
り
、
左
に
折
れ
て
二
町

（
約
二
一
八
ｍ
）、
右
に
折
れ
て
一
町（
約
一
〇
九
ｍ
）、
そ

こ
か
ら
十
町（
約
一
〇
九
〇
ｍ
）、
こ
れ
を
新
宿
と
い
う
。

※　

六
町　

桐
生
新
町
は
六
丁
目
ま
で
あ
っ
た
。

※　

十
二
町　

桐
生
新
町
の
長
さ
は
、
天
保
十
四
年
（
一

八
四
三
）
の
絵
図
面
に
南
北
十
五
町
五
十
間
（
約
一

七
二
六
ｍ
）
と
あ
る
。

※　

新
宿　

上
野
国
山
田
郡
新
宿
村
（
桐
生
市
新
宿
）。

初
め
幕
府
領
、
領
主
の
変
遷
あ
り
、
天
和
二
年
（
一

六
八
二
）
か
ら
旗
本
落
合
氏
・
安
藤
氏
の
相
給
。

寺
院
（
一
字
空
白
）、
神
社
三
、
酒
井
大
学
頭
殿
の
別

封
な
り
。
封
ハ
三
百
七
十
石
、
そ
の
税
定
額
十
倍
す
と

い
ふ
。
治
処
ハ
街
北
西
山
間
に
あ
り
、
小
吏
二
人
、
更

代
郡
代
、
街
の
巨
商
佐
羽
清
左
衛
門
に
仰
せ
て
此
里
を

治
し
む
。

（
桐
生
新
町
は
）寺
院
、
神
社
は
三
あ
る
。
酒
井
大
学
頭

殿
の
別
封
で
あ
る
。
封
は
三
百
七
十
石
で
あ
る
が
、
そ
の

税
は
定
額
の
十
倍
で
あ
る
と
い
う
。
陣
屋
は
町
の
北
西
の

山
間
に
あ
っ
て
、
小
役
人
が
二
人
、
更
代
郡
代
、
町
の
巨

商
で
あ
る
佐
羽
清
左
衛
門（
清
右
衛
門
）を
任
命
し
て
、
こ

の
里
を
治
め
さ
せ
て
い
る
。

※　

酒
井
大
学
頭　

出
羽
松
山
藩
二
万
五
千
石
の
藩
主
酒

井
忠
方
。
石
見
守
。
一
八
〇
八—

一
八
八
七
。
藩
主

在
位
は
一
八
二
一—

一
八
四
五
。

※　

別
封　

飛
び
地
。
桐
生
は
初
め
幕
府
直
轄
領
で
、
慶

長
年
間
に
陣
屋
が
置
か
れ
た
。
領
主
の
変
遷
と
分
給

が
行
わ
れ
、
安
永
八
年（
一
七
七
九
）、
出
羽
松
山
藩

主
酒
井
忠
休
が
加
増
を
受
け
、桐
生
新
町
を
領
し
た
。

桐
生
市
街　

雷
電
山
（
水
道
山
）
か
ら
望
む

桐
生
の
町
並

渡
辺
崋
山
「
毛
武
游
記
図
巻
」
よ
り
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※　

治
処　

飛
び
地
支
配
の
た
め
に
置
か
れ
た
陣
屋
。
桐

生
市
西
久
方
町
の
寂
光
院
及
び
隣
の
保
育
園
の
あ
た

り
に
築
か
れ
て
い
た
。

※	

佐
羽
清
左
衛
門　
「
清
右
衛
門
」
と
す
べ
き
か
。
佐

羽
本
家
。
代
々
清
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
桐
生
新
町

で
織
物
買
次
商
を
営
む
。

抑
此
地
ハ
四
方
皆
山
、
僅
に
南
山
断
て
人
道
を
通
ず（

マ
マ
）ず

る
の
み
な
ら
ず
、
渡
瀬
川
、
桐
生
川
も
又
左
右
よ
り
流

れ
出
で
、
此
山
間
を
経
、
下
野
に
至
、
刀
利
に
合
す
。

渡
瀬
ハ
深
山
よ
り
流
れ
出
て
暴
流
言
ば
か
り
な
し
。

た
ゞ
桐
生
川
分
水
に
よ
ろ
し
く
、
枝
流
田
園
街
に
あ
ま

ね
く
、
水
車
そ
こ
は
か
と
な
く
か
け
わ
た
し
、
操
糸
の

労
を
は
ぶ
く
。

そ
も
そ
も
こ
の
土
地
は
四
方
皆
山
に
囲
ま
れ
て
、
わ
ず

か
に
南
側
が
山
が
切
れ
て
人
の
通
る
道
が
通
じ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
渡
良
瀬
川
、
桐
生
川
も
ま
た
左
右
か

ら
流
れ
出
て
、
こ
の
山
間
を
経
て
、
下
野
国
に
至
っ
て
、

利
根
川
に
合
流
す
る（
間
違
い
。
注
参
照
）。
渡
良
瀬
川
は

深
山
か
ら
流
れ
出
て
、
そ
の
荒
い
流
れ
は
言
葉
に
言
い
表

わ
せ
な
い
。
た
だ
桐
生
川
は
分
水
の
便
が
よ
く
、
そ
の
分

流
は
田
園
街
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
り
、
水
車
が
あ
ち
こ
ち

に
架
け
渡
さ
れ
て
、
繰
り
糸
の
労
を
省
い
て
い
る
。

※　

下
野　

下
野
国
。
栃
木
県
。
野
州
と
も
い
う
。

※　

刀
利　

利
根
川
。

※　

刀
利
に
合
す　

下
野
に
至
っ
て
合
流
し
て
い
る
の
は

渡
良
瀬
川
と
桐
生
川
で
あ
る
。
そ
れ
が
利
根
川
に
合

流
す
る
の
は
、
下
野
を
通
り
過
ぎ
て
武
蔵
・
下
総
の

境
を
少
し
流
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
埼
玉
県
北
葛
飾
郡

栗
橋
町
で
利
根
川
に
合
流
。

※　

操
糸　

撚
糸
業
。

山
上
古
木
に
よ
り
て
な
が
む
る
に
、
た
ゞ
人
煙
と
山
気

と
凝
り
て
半
天
に
幕
を
掛
た
る
ご
と
し
。
い
と
も
の
し

づ
か
な
る
中
に
水
車
と
機
声
と
う
ち
ま
じ
り
、
わ
が

こ
ゝ
ろ
甚
た
の
し
む
。
地
勢
を
う
つ
し
終
り
て
、
茂
兵

衛
、
梧
庵
、
喜
太
郎
と
酒
を
飲
ミ
、
行
厨
を
ひ
ら
き
一

眺
し
、
山
を
下
る
に
か
ん
〳
〵
と
音
す
る
処
あ
り
。
こ

れ
な
ん
お
も
ふ
、
此
山
軸
皆
巌
に
て
、
空
虚
洞
を
な
し

た
る
と
こ
ろ
、
踏
て
音
を
発
す
る
と
な
り
と
い
ひ
合
て

下
る
。

（
四
行
ほ
ど
空
白
）

山
上
の
古
木
に
寄
り
か
か
っ
て
眺
め
る
に
、
た
だ
か
ま

ど
の
煙
と
山
気
と
が
入
り
混
じ
っ
て
、
中
天
に
幕
を
か
け

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
非
常
に
静
か
な
な
か
に
水
車
の
音

と
機
織
の
音
と
が
交
じ
り
合
っ
て
、
私
の
心
は
た
い
へ
ん

楽
し
い
。
風
景
を
写
生
し
終
わ
っ
て
、
茂
兵
衛
、
梧
庵
、
喜

太
郎
と
酒
を
飲
み
、
弁
当
を
食
べ
て
、（
景
色
を
）一
眺
め

し
て
、
山
を
下
る
と
、
か
ん
か
ん
と
音
の
す
る
所
が
あ
る
。

こ
れ
は
私
が
思
う
に
、
こ
の
山
の
地
下
は
皆
大
き
な
岩
石

で
成
り
立
っ
て
い
て
、
空
虚
な
洞
窟
に
な
っ
た
所
が
あ

り
、
地
を
踏
む
と
そ
こ
に
響
い
て
音
を
発
す
る
の
だ
ろ

う
、
な
ど
と
話
し
合
い
な
が
ら
山
を
下
っ
た
。

※　

半
天　

中
天
。

※　

機
声　

機
織
の
音
。

※　

地
勢
を
う
つ
し　

風
景
を
写
生
す
る
。

（
続
）



8

（
図

　猿
）

（
図

　猿
）

渡
辺
崋
山
筆

田
原
市
博
物
館
所
蔵
品
か
ら

『
客
坐
掌
記（
天
保
九
年
）』
○8

（
図

　猿
）

（
図

　猿
）
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（
図

　猿
）

（
図

　猿
）
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○
鹿
の
ミ
ソ
漬

　油
帋
二
納

　○
ウ
ナ
キ
肝

○
ア
ブ
川

　信
州

　四
月

　六
月

　
　
　
　光

　（図

　蚕
）

　
　頭
亡

○
緑
巾

　
　
　
　
　
　槲

　
　（図

　女
性
）

粟

　胡
桃

　マ
キ

　信
州
イ
ナ
郡

　
　白
髪
大
夫

（
白
紙
）

油
帋

　油
紙

槲イ
ナ
郡

　信
濃
国
伊
那
郡（
長
野
県
上・下
伊
那
郡
）

白
髪
大
夫

　毛
虫
の
俗
称

＊

＊

＊
＊

か
し
わ

○

水
衣

　能
装
束
の一つ
、単
で
広
袖
、衽
の
あ
る
衣
、高
砂
の

前
シ
テ
な
ど
。

大
口

　大
口
袴

媼

　翁
と
媼
は
高
砂

か
り
衣

　か
り
ぎ
ぬ

（
図

　能
翁
）

水
衣

白
大
口

垂
白
紋

黒
紋

　好
次
第

（
図

　
　媼
）

八
変
り

　か
り
衣

＊

＊

＊ ＊
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○
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　（図

　女
性
）
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　胡
桃

　マ
キ

　信
州
イ
ナ
郡

　
　白
髪
大
夫

（
白
紙
）

油
帋

　油
紙

槲イ
ナ
郡

　信
濃
国
伊
那
郡（
長
野
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那
郡
）

白
髪
大
夫

　毛
虫
の
俗
称

＊

＊

＊
＊

か
し
わ

○
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平
成
二
十
四
年
度
崋
山
・
史
学
研
究
会
研
修
視
察
は
、

十
月
六
日
か
ら
七
日
、
土
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
の

一
泊
二
日
で
行
い
ま
し
た
。

岸
和
田
藩
と
い
え
ば
、
渡
辺
崋
山
の
蘭
学
研
究
仲
間
で

あ
っ
た
小
関
三
英（
一
七
八
七
〜
一
八
三
九
）が
藩
医
と

し
て
仕
え
て
い
ま
す
。
岸
和
田
に
行
け
ば
何
か
関
係
す
る

資
料
な
ど
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
先
回
り
し
て
書
く
と
残
念
な
が
ら
そ
う
い
っ
た

も
の
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
の
旅

は「
崋
山
」を
探
る
旅
か
ら
少
し
脱
線
し
て
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
、
そ
れ
ら
の
見
せ
方
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い

と
お
思
い
ま
す
。

今
回
の
旅
は
山
田
哲
夫
・
藤
城
精
一
・
加
藤
克
己
・

柴
田
雅
芳
・
鈴
木
利
昌
・
木
村
洋
介
の
六
名
で
す
。
午
前

八
時
の
ひ
か
り
号
で
豊
橋
を
出
た
一
行
は
、
新
大
阪
・
大

阪
で
乗
り
換
え
、
紀
州
路
快
速
に
乗
っ
て
東
岸
和
田
駅
に

到
着
し
た
の
が
十
一
時
三
十
九
分
で
し
た
。

さ
て
、
岸
和
田
と
い
え
ば
だ
ん
じ
り
祭
り
で
有
名
で
す

が
、「
だ
ん
じ
り
と
い
う
独
特
の
山
車
を
引
く
祭
礼
」
と

い
う
ス
タ
イ
ル
自
体
は
堺
を
中
心
と
し
た
泉
州
地
方
全

般
に
存
在
し
ま
す
。
今
回
、
岸
和
田
市
の
中
心
地
に
あ
る

南
海
岸
和
田
駅
で
は
な
く
郊
外
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
岸
和
田

駅
に
降
り
立
っ
た
の
は
、
こ
の
日
行
わ
れ
た「
岸
和
田
十

月
祭
礼
」と
い
う
駅
周
辺
の
十
数
地
区
が
合
同
で
行
う
祭

り
で
だ
ん
じ
り
が
巡
行
す
る
の
を
見
る
た
め
で
、
駅
前
に

各
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
集
結
し
ま
す
。
予
定
の
時
間
が
近

づ
い
て
く
る
と
、
揃
い
の
は
っ
ぴ
を
来
た
人
た
ち
や
、
観

光
客
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
ま
し
た
。

十
三
時
過
ぎ
、
い
く
つ
も
の
地
区
の
だ
ん
じ
り
が
駅
前

を
い
く
つ
も
通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
派
手
な
彫
り
物

が
施
さ
れ
た
だ
ん
じ
り
を
、
は
ち
ま
き
と
は
っ
ぴ
に
身
を

包
ん
だ
若
い
衆
や
お
じ
さ
ん
た
ち
が
駆
け
足
で
引
い
て

い
き
ま
す
。
交
差
点
が
近
づ
く
と
突
然
加
速
し
、
だ
ん
じ

り
を
傾
け
な
が
ら
す
ご
い
勢
い
で
曲
が
っ
て
い
く
の
は

確
か
に
壮
観
で
、
沿
道
の
観
光
客
か
ら
も
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
、
一
度
は
実
際
に
こ
の
目
に
と

ど
め
て
お
く
べ
き
も
の
で
す
。

た
だ
、
拡
幅
工
事
後
の
広
い
道
路
で
行
っ
て
い
る
た
め

か
、だ
ん
じ
り
が
心
な
し
か
小
さ
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
東
岸
和
田
駅
以
外
に
も
、
久
米

田
・
下
松
駅
で
も
集
結
す
る
そ
う
で
、
観
光
と
い
う
面
が

強
く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
あ
た
り
は
近
年
、

田
原
の
祭
り
で
も
同
様
で
す
が
。

巡
行
を
見
届
け
た
後
、
バ
ス
で
岸
和
田
市
街
地
ま
で
移

動
し
、
商
店
街
を
歩
き
ま
し
た
。
商
店
街
は
平
成
二
十
一

年
の
秋
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
の
連
ド
ラ「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」に
ち
な
ん
だ
宣
伝
が

と
て
も
多
く
、
地
元
に
ち
な
ん
だ
ド
ラ
マ
の
威
力
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て「
本
場
」だ
ん
じ
り
が
巡
行
す

る
紀
州
街
道
を
歩
き
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
細
い
道
が
続

き
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ク
ラ
ン
ク
状
に
曲
が
っ
て
い
ま
す

（
田
原
で
も
寺
下
通
り
の
龍
門
寺
か
ら
田
原
城
ま
で
の
道

が
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
）ま
た
、
町
並
み
も
民
家

や
小
売
商
店
が
立
ち
並
び
、
昭
和
後
半
と
い
っ
た
雰
囲
気

で
す
。

そ
し
て
岸
和
田
城
の
脇
に
あ
る
岸
和
田
だ
ん
じ
り
会

館
に
到
着
。
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
り
を
映
像
や
レ
プ
リ
カ

で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
映
像
で
は
、
だ

ん
じ
り
が
狭
い
路
地
を
全
速
力
で
走
り
、
曲
が
り
角
で
は

だ
ん
じ
り
に
沿
道
の
建
物
が
接
触
し
て
破
損
し
、
何
人
も

平
成
二
十
四
年
度
崋
山･

史
学
研
究
会
研
修
視
察

だ
ん
じ
り
の
町
岸
和
田
と
中
世
か
ら
の

商
業
都
市
・
堺
を
訪
ね
る

東岸和田駅前を巡行するだんじり
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の
人
が
転
ん
で
落
伍
し
て
い
き
ま
す
。
勇
壮
か
つ
ス
リ
リ

ン
グ
、
け
が
人
が
絶
え
な
い
の
も
当
然
で
す
が
、
岸
和
田

の
人
が
こ
の
お
祭
り
に
と
て
も
力
を
入
れ
る
の
も
わ
か

り
ま
す
。
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
全
開
！
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う

か
。そ

れ
と
は
別
に
、
だ
ん
じ
り
は
昔
な
が
ら
の
細
い
道
を

巡
行
す
る
か
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

現
在
の
岸
和
田
の
だ
ん
じ
り
は
昭
和
初
め
か
ら
前
半
に

作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
そ
の
頃
の
景
色
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に（
無
意
識
に
？
）作
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
う
の
で
す
。
東
岸
和
田
駅
前
で
見
た
よ
う
な
拡

幅
・
整
備
さ
れ
た
道
路
や
、
無
機
質
な
ビ
ル
群
と
だ
ん
じ

り
の
取
り
合
わ
せ
に
違
和
感
を
覚
え
る
の
は
当
然
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
る
程
度
い
た

し
か
た
の
な
い
こ
と
で
、
も
し
か
し
た
ら
現
代
的
な
町
並

み
に
あ
う
よ
う
な
だ
ん
じ
り（
山
車
）を
作
れ
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

そ
の
後
岸
和
田
城
跡
を
巡
り
、
洋
館
風
の
駅
舎
が
周
辺

の
景
色
に
溶
け
込
ん
で
い
る
蛸
地
蔵
駅
か
ら
南
海
電
車

に
乗
っ
て
堺
市
駅
ま
で
行
き
、
今
日
の
旅
や
田
原
の
文
化

財
に
つ
い
て
居
酒
屋
で
語
り
合
っ
た
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
堺
を
散
策
し
ま
し
た
。
堺
は
昭
和
二
十
年
に

米
軍
の
度
重
な
る
空
襲
を
受
け
て
市
街
地
の
大
部
分
が

灰
燼
に
帰
し
て
い
る
の
で
す
が
、
北
端
・
南
端
に
被
害
を

免
れ
て
昔
な
が
ら
の
寺
院
や
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
区

域
が
あ
り
ま
す
。
市
を
南
北
に
貫
く
路
面
電
車
・
阪
堺
電

車
を
使
い
な
が
ら
探
訪
し
ま
し
た
。

ま
ず
市
街
地
の
南
側
に
あ
る
南
宗
寺
を
拝
観
し
ま
し

た
。
南
宗
寺
は
畿
内
に
覇
を
唱
え
た
戦
国
大
名
・
三
好
長

慶（
一
五
二
二
〜
六
四
）が
建
立
し
た
禅
宗（
臨
済
宗
）の

寺
院
で
す
。
茶
人
の
武
野
紹
鷗
や
千
利
休
が
修
行
し
、
枯

山
水
庭
園
は
古
田
織
部
が
作
っ
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、

と
て
も
落
ち
着
く
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
堺
と
い

う
町
は
騒
が
し
く
、
ご
み
ご
み
し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
だ
け
別
空
間
の
よ
う
で
す
。
異
彩
を
放
っ
た

の
は
徳
川
家
康
の
墓
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
で
も
大
坂
夏
の

陣
で
家
康
が
後
藤
又
兵
衛
に
討
た
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
墓
を
密
か
に
建
て
て
祀
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
歴
史
あ
る
寺
に
引
き
継
が
れ
る
不
思
議
な
伝
説
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

次
に
堺
の
名
産
品
で
あ
る
刃
物
を
紹
介
し
た
堺
伝
統

産
業
会
館
に
寄
っ
た
後
、
山
口
家
住
宅
と
い
う
大
坂
夏
の

陣
の
直
後
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
四
〇
〇
年
近
い

歴
史
を
持
つ
旧
家
を
訪
問
し
、
さ
ら
に
堺
鉄
砲
館
、
清
学

院
に
寄
り
ま
し
た
。
堺
鉄
砲
館
で
は
堺
で
多
く
作
っ
て
い

た
鉄
砲
の
歴
史
と
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
趣
味
に
し
て
い
る
方
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
焙
烙
火
矢（
ほ
う
ろ
く
ひ
や
）

と
い
う
兵
器
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
説
明
の
お
か
げ

で
は
じ
め
て
使
い
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
清
学
院
は
江
戸
時
代
末
期
に
あ
っ
た
寺
子
屋
の
建
物

が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
崋
山
の「
一
掃
百
態
」寺
子

屋
図
も
こ
う
し
た
雰
囲
気
の
場
所
だ
っ
た
の
か
と
想
像

し
ま
し
た
。

堺
の
ど
の
施
設
で
も
感
じ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
方
が
熱
心
に
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。

直
接
地
元
の
方
が
知
っ
て
い
る
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お

聞
き
で
き
る
と
い
う
の
は
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
が
過
せ
ま
し
た
。
田
原
で
も「
た
は
ら
の

風
」と
い
う
ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
団
体
が

あ
り
ま
す
が
、
博
物
館
に
勤
め
る
私
と
し
て
は
そ
の
方
々

に
も
っ
と
感
謝
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
大
仙
陵
古
墳（
い
わ
ゆ
る
仁
徳
天
皇
陵
）の

横
を
歩
い
て
そ
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
後
、
堺
市
博
物
館

を
訪
問
し
て
Ｊ
Ｒ
百
舌
鳥
駅
か
ら
田
原
へ
の
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

研
究
会
員　

木
村
洋
介

南宗寺前にて
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二
月
十
九
日
（
続
）

国
家
老
の
川
澄
又
二
郎
と
鈴
木
弥
太
夫
が
来
ま
す
。

崋
山
が
田
原
に
来
て
、
三
週
間
近
く
。
こ
の
間
、
藩
政

に
つ
い
て
こ
の
二
人
と
話
を
す
る
機
会
も
多
く
、
互
い
に

親
し
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
崋
山
は
、
こ
の
二
人

を
、「
川
澄
又
二
」「
鈴
木
弥
太
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

二
人
が
来
た
用
件
は
、
康
直
が
家
臣
の
森
田
文
左
ヱ
門

へ
命
じ
た
名
古
屋
か
ら
「
御
妾
」
を
探
し
て
く
る
と
い
う

件
に
つ
い
て
で
す
。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、
康
直
は
、
田
原
藩
の
財
政

危
機
の
た
め
に
、
姫
路
藩
十
五
万
石
か
ら
持
参
金
付
き
で

養
子
に
来
ま
す
。
来
た
当
初
は
、「
新
藩
主
康
直
よ
り
総

家
中
へ
御
恵
金
渡
る
。」（
本
会
報
第
二
十
三
号
・
本
稿

七
）
と
、
家
臣
に
も
恩
恵
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
幕
府
か

ら
出
費
が
か
さ
む
日
光
祭
礼
奉
行
を
命
じ
ら
れ
る
等
、
再

び
藩
財
政
が
逼
迫
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
君
上
初
御
入
部
の
頃
は
、
巣
鴨
様
、
碩

量
院
様
、
御
奥
様
よ
り
も
御
側
女
の
事
御
勧
な
れ
ど
、

か
ゝ
る
御
窮
迫
の
中
な
れ
バ
唯
我
が
私
に
多
く
の
こ
が
ね

を
費
さ
ん
こ
と
を
御
思
召
さ
れ
御
辞
退
な
り
し
」
と
、
崋

山
が
こ
の
日
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
藩
の
財
政
に
配
慮

し
、
康
直
は
側
女
を
と
る
こ
と
を
辞
退
し
ま
す
。（
註
①
）

田
原
藩
は
、
財
政
再
建
の
た
め
、
文
政
十
三
年
（
一
八

三
〇
）、「
向
う
三
ヵ
年
間
格
外
改
革
倹
約
令
を
出
し
、
田

原
家
中
宛
行
上
下
す
べ
て
二
人
扶
持
（
江
戸
は
年
寄
七
人

扶
持
〜
部
屋
住
一
・
五
人
扶
持
）
と
す
る
。」（
前
出
本
稿

七
）
と
、
大
幅
な
引
米
を
実
施
し
ま
す
。

「
厳
敷
御
倹
法
仰
出
さ
れ
て
よ
り
ハ
、
御
初
政
の
美
ゆ

る
み
第
一
に
御
奏
者
番
御
勤
御
願
御
志
あ
り
、
そ
れ
ハ
御

同
席
御
若
き
御
人
々
と
御
交
際
よ
り
か
ゝ
る
御
浮
気
御
起

り
被
游
さ
れ
て
、
た
ゞ
御
役
の
御
勢
ひ
あ
る
を
御
羨
敷
ハ

思
召
さ
る
ゝ
也
。」

し
か
し
、
崋
山
に
よ
る
と
、
康
直
が
田
原
藩
主
と
し

て
、
実
兄
の
上
田
藩
主
松
平
忠た

だ

優や
す

や
夫
人
の
兄
の
横
須
賀

藩
主
西
尾
忠た

だ

固か
た

と
付
き
合
い
始
め
る
と
、
本
稿
で
度
々
紹

介
し
て
き
た
奏
者
番
就
任
を
望
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

崋
山
は
、「
御
初
政
の
美
ゆ
る
み
」
に
つ
い
て
、
国
家

老
佐
藤
半
助
か
ら
の
手
紙
を
も
と
に
、『
全
楽
堂
日
録
』

の
天
保
三
年
八
月
三
日
の
項
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
田
原
よ
り
御
使
来
、
半
助
か
た
御
直
書
。
こ
の
御
直

書
内
々
見
せ
ら
れ
し
が
、
と
か
う
御
不
快
之
御
気
色
に

や
、
御
役
願
ま
た
御
め
し
つ
か
ひ
の
侍
婢
な
ど
多
く
御
た

く
ハ
へ
被
遊
候
半
と
の
事
、
ま
た
め
し
上
り
し
品
々
田
原

ハ
な
す
ば
か
り
に
て
、
一
向
御
安
か
ら
ぬ
公
事
有
、
か
ゝ

る
こ
と
に
し
あ
れ
ば
、
田
原
へ
ハ
帰
ら
ざ
り
し
な
ど
、
い

と
御
む
つ
か
し
き
こ
と
共
仰
こ
さ
れ
た
り
。
い
ま
だ
御
年

御
わ
か
く
お
ハ
し
ま
せ
バ
、
御
や
ま
ひ
に
も
御
ま
け
遊
れ

し
こ
と
や
と
い
と
御
案
事
申
上
た
り
。」

姫
路
藩
で
は
藩
主
に
す
ら
な
れ
な
か
っ
た
康
直
に
と
っ

て
、
小
藩
と
は
い
え
、
田
原
藩
の
藩
主
。
期
待
を
も
っ
て

就
任
し
、
家
臣
に
も
大
盤
振
る
舞
い
を
し
藩
政
へ
の
や
る

気
を
し
め
し
て
い
た
も
の
の
、
理
想
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
。
さ
し
ず
め
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

奏
者
番
の
件
、
側
女
の
件
、
紀
州
藩
の
難
破
船
の
積
荷

横
領
の
件
、
助
郷
の
件
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い

こ
と
の
数
々
。
国
元
田
原
で
康
直
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
我
儘

を
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
挙
句
の
果
て
は
、
田
原
は
食

崋
山
の
田
原
行
（
十
四
）

崋
山
の
田
原
行
（
十
四
）
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事
は
ナ
ス
ば
か
り
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
参
勤
交
代
で
江

戸
に
出
府
し
た
ら
、
も
う
田
原
に
は
戻
ら
な
い
。

現
代
で
い
う
都
会
と
田
舎
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と

し
て
分
か
ら
な
い
で
も
な
い
で
す
が
、
幼
児
の
我
儘
そ
の

も
の
で
す
。
国
元
で
は
、
康
直
が
病
気
に
な
ら
な
い
か
と

心
配
す
る
ば
か
り
。

本
稿
で
は
、
崋
山
の
今
回
の
田
原
行
の
目
的
を
、
三
宅

氏
の
系
譜
の
調
査
、
海
防
の
調
査
と
し
て
述
べ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
、
康
直
を
説
得
し
て
ほ
し
い
と
い
う
国
元

か
ら
の
要
請
が
目
的
に
加
わ
り
ま
す
。

本
稿
五
で
述
べ
た
よ
う
に
、
田
原
に
到
着
し
長
旅
の
疲

れ
も
と
れ
な
い
翌
日
の
二
月
一
日
の
項
（
本
会
報
二
十
一

号
）
で
、
崋
山
に
、「
君
上
御
思
召
出
る
ま
ゝ
を
仰
ら
れ

て
、
可
否
を
申
あ
ぐ
べ
き
と
御
沙
汰
あ
る
。
一
は
御
奏
者

番
御
内
願
之
事
、
二
は
御
妾
之
事
、」
と
、
二
つ
の
話
を

し
た
こ
と
は
、
康
直
自
身
、
こ
の
こ
と
の
可
否
を
聞
く
た

め
に
崋
山
を
田
原
に
呼
び
寄
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

康
直
の
我
儘
に
つ
い
て
、
八
月
三
日
の
項
で
、
崋
山

は
、
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
。

「
三
と
せ
さ
き
よ
り
き
び
し
く
御
倹
法
御
用
ひ
に

て
」、「
三
と
せ
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
文
政
十
三
年
＝
天

保
元
年
の
倹
法
だ
と
分
か
り
ま
す
。

「
多
く
の
御
家
来
の
中
に
ハ
、
子
ど
も
多
く
も
た
る
も

の
ハ
食
ふ
事
に
だ
に
た
ら
ぬ
ほ
ど
の
棒
禄
に
て
、」

前
述
の
引
米
が
、
そ
う
と
う
過
酷
な
倹
法
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

「
そ
の
為
に
碩
量
院
様
の
御
普
請
ハ
御
孝
義
に
侍
れ
バ

い
は
ず
、
御
家
の
御
入
用
御
産
の
御
入
用
な
ど
、
い
に
し

え
に
も
な
き
御
分
外
の
御
奢
り
と
も
い
ふ
べ
き
御
冗
費
に

て
、
こ
と
し
ハ
一
千
両
も
た
ら
ぬ
御
こ
と
に
な
り
行
し

ハ
、
政
に
あ
づ
か
る
も
の
ゝ
い
さ
め
奉
ら
ざ
り
し
あ
や
ま

り
な
り
。」

藩
財
政
が
千
両
の
赤
字
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ

ん
な
状
況
で
、
康
直
は
、
崋
山
に
「
御
暴
政
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
を
し
ま
す
。

註
①　

巣
鴨
候
は
、
三
宅
友
信
。
碩
量
院
は
、
十
代
藩
主

康
明
の
未
亡
人
お
利
の
方
。
御
奥
様
は
、
康
直
の
夫

人
お
明
の
方
。
こ
れ
ら
の
立
場
の
人
が
側
室
を
勧
め

る
と
い
う
こ
と
は
現
代
で
は
ほ
ぼ
考
え
ら
れ
ず
、
当

時
の
世
継
ぎ
に
対
す
る
考
え
が
分
か
り
、
実
に
興
味

深
い
。

（
続
）

研
究
会
員　

柴
田
雅
芳

『
全
楽
堂
日
録
』
天
保
三
年
八
月
三
日
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企
画
展
の
ご
案
内

四
月
十
三
日（
土
）
〜
五
月
二
十
六
日（
日
）

春
の
企
画
展　

田
原
の
美
術
〜
川
口
四
郎
・
入

江
窈
・
光
太
郎
展

　
（
企
画
展
示
室
一
・
二
、
渥
美
郷
土
資
料
館
企

画
展
示
室
）

　

新
収
蔵
の
田

原
市
出
身
の
洋

画
家
川
口
四
郎

と
伊
良
湖
岬
美

術
館
に
て
渥
美

千
景
に
挑
戦
し

た
娘
夫
婦
入
江

窈
・
光
太
郎
作

品
を
展
示
し
ま

す
。

展
示
解
説

四
月
二
十
七
日（
土
）田
原
市
博
物
館

午
前
十
一
時
〜

五
月
十
八
日（
土
）渥
美
郷
土
資
料
館

午
前
十
一
時
〜

同
時
開
催
：
渡
辺
崋
山
と
山
本
琹
谷（
特
別
展

示
室
）琹
谷
は
崋
山
・
椿
椿
山
の
弟
子
で
、
没
後

百
四
十
年
に
な
り
ま
す
。

九
月
十
四
日（
土
）
〜
十
月
十
四
日（
月
・
祝
）

企
画
展
　

渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
が
描
く
花
・

鳥
・
動
物
の
美

　
（
特
別
展
示
室
、
企
画
展
示
室
一
・
二
）

　

渡
辺
崋
山
生
誕
二
百
二
十
年
記
念
、
博
物
館

開
館
二
十
年
を
記
念
し
て
花
鳥
画
の
優
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

　

栃
木
県
指
定
文
化
財
崋
山
筆
翎
毛
虫
魚
冊
、

乳
狗
図
、
椿
山
筆
名
花
十
友
図
な
ど
。

講
演
会　

十
月
十
一
日（
金
）崋
山
大
祭

展
示
解
説

九
月
二
十
二
日（
日
）・
十
月
六
日（
日
）

詳
細
は
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
月
十
九
日（
土
）
〜
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

特
別
展
　

渥
美
窯　

国
宝
を
生
ん
だ
そ
の
美

と
技

　
（
企
画
展
示
室
一
・
二
）

講
演
会
・
展
示
解
説

詳
細
は
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同
時
開
催
：
渡
辺
崋
山
名
品
展（
特
別
展
示
室
）

平
常
展
の
ご
案
内

六
月
一
日（
土
）
〜
七
月
七
日（
日
）

渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
の
肖
像
画

　
（
特
別
展
示
室
）

田
原
の
美
術
〜
仲
谷
孝
夫
・
彦
坂
和
夫
展

　
（
企
画
展
示
室
一
）

田
原
の
歴
史
〜
田
原
藩

　
（
企
画
展
示
室
二
）

七
月
十
三
日（
土
）
〜
九
月
八
日（
日
）

渡
辺
崋
山
の
師

　
（
特
別
展
示
室
）

田
原
の
生
活
〜
民
俗

　
（
企
画
展
示
室
一
）

　

昔
の
暮
ら
し
な
ど
を
体
感
。

愛
知
県
美
術
館
サ
テ
ラ
イ
ト
展
示

　
（
企
画
展
示
室
二
）

　

常
設
展
示
室
で
は
渡
辺
崋
山
の
生
涯
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

民
俗
資
料
館
で
は
田
原
の
暮
ら
し
を
中
心
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
七
・
八
月
は
休
館
し
ま
す
。

　

渥
美
郷
土
資
料
館
・
赤
羽
根
文
化
会
館
展
示

室
で
も
所
蔵
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

観
覧
料

　

春
の
企
画
展 

一
般
四
〇
〇
円（
三
二
〇
円
）

　
企
画
展･

特
別
展 

一
般
五
〇
〇
円（
四
〇
〇
円
）

 

特
別
展･

企
画
展
開
催
時
は
小
・
中
学
生
無
料

　

平
常
時 

一
般　
　

二
一
〇
円（
一
六
〇
円
）

 

小･

中
学
生　

一
〇
〇
円（
八
〇
円
）

 

（　

）内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金

　

東
三
河
在
住
の
小
中
学
生
は
、
ほ
の
国
こ
ど

も
パ
ス
ポ
ー
ト
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
館　

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）、
展
示
替
日

申
込
場
所　

崋
山
会
館
事
務
室

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会

視
察
研
修（
年
一
回
）に
参
加
で
き
ま
す
。

入
会
申
込
書
に
年
会
費
千
円
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

特
典

博
物
館
へ
の
無
料
入
館

展
覧
会
・
催
し
物
の
お
知
ら
せ

見
学
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

博
物
館
だ
よ
り
・
崋
山
会
報
を
お
送
り
し
ま
す
。

編
集
協
力

田
原
市
博
物
館

崋
山
・
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

山
田
哲
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
利
明　

林　

和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
所
興
一　

加
藤
克
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
洋
一　

小
林
一
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

哲
志　

中
村
正
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
金
一　

柴
田
雅
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
神
昌
秀　

増
山
禎
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
部
奈
三
子

財
団
法
人
崋
山
会

田
原
市
博
物
館

か
ら

ご

　案

　内

財
団
法
人
崋
山
会

田
原
市
博
物
館

か
ら

ご

　案

　内

重
文　

崋
山
筆
遊
魚
図　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵

谷
文
晁
筆　

西
王
母
図

川口四郎画「入江（紀伊浦上）」
昭和38年　田原市博物館蔵

崋
山
会
報　

第
三
十
号

　

平
成
二
十
五
年
四
月
十
一
日
発
行

　

編
集
発
行　
　

財
団
法
人
崋
山
会

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

白
井
孝
市

　
　
　
　
　
　

常
務
理
事　

菰
田
稀
一

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

讃
岐
俊
宣

〒
四
四
一
―
三
四
二
一

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
三
一
・
二
三
・
一
七
〇
一

　

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・
田

原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

次
回
発
行
予
定　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

（
財
）
崋
山
会
か
ら

　
崋
山･
史
学
研
究
会
会
員
募
集
中

田
原
市
博
物
館
友
の
会
会
員
募
集
中


